
令和７年度 信学会上田北幼稚園 「自己評価および学校〔園〕関係者評価」 

 

１． 園の教育目標 

 

自然と人とあそべ 北っ子！ 

自然とふれあい 人とかかわり こころ豊かな子の育ち 

 

２． 本年度の重点目標 

○ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた主体的な保育活動を実践する。 

○ 「おもしろい」「やってみたい」をもとにした探求的な遊びを大切にする。 

○ 広い園庭で思い切り体を動かし、強い体を作る。 

○ 散歩活動や作物の栽培活動を通し、自然に直接触れる体験を大切にする。 

○ 異年齢や地域の人たちとの交流を通し、人とのつながりを深める。 

○ 子ども一人一人の育ちをラーニングストーリーにより家庭と共有する。 

 

３． 自己評価 

A…十分達成されている         B…達成されている 

C…取り組んでいるが、成果が十分でない D…取り組みが不十分である 

項目 自己評価内容 評価 

教育課程・指導 ・園は目指している教育目標、本年度の重点目標を周知している。 A 

・教育課程実施において、教職員は共通理解をしている。 A 

保健管理 ・日常の健康観察や、疾病予防のための取り組みや健康診断などを行っている。 A 

安全管理 ・事故やケガ等発生時の危機管理マニュアルが整備されている。 A 

組織運営 ・園長は教育目標の達成に向けリーダーシップを発揮し、職員をリードしている。 A 

・園運営が適切に機能するために、運営・責任体制の整備を行っている。 A 

研修（資質向上

への取組） 

・法人実施の研修会への参加と、園内研修会の実施をしている。 A 

・日々の保育の振り返りと課題を明確にしている。 A 

教育目標・ 

園評価 

・幼児の実態、保護者の意見要望などを踏まえた園目標を設定している。 A 

・保護者アンケートの実施と、学校関係者委員会（モニター会）を設置している。 A 

・本年度の重点目標達成のための取り組みをしている。 A 

情報提供 ・園公開を実施し、園の取り組みを広く情報提供している。 A 

・園の情報を広く公開するために、ホームページ等を活用している。 A 

保護者・地域住

民との連携 
・PTAや学校関係者委員会（モニター会）等で定期的に懇談会を実施している。 A 

子育て支援・ 

預かり保育 

・地域における保護者の実情や、子育て支援ニーズを把握している。 B 

・保護者の実情や要望を取り入れ、預かり保育・希望保育事業を実施している。 A 

教育整備環境 ・子どもの成長に則した教育環境になるよう工夫を重ねている。 A 

 

４． 学校関係者評価委員(モニター)からの評価 

（１） 信学会上田北幼稚園の「基本方針」について 

  ・子どもが、外遊びが大好きなので幼稚園の広い園庭でたくさん遊ばせてもらって、本人・親も満足してい

ます。 

  ・今年度から取り組んでもらった「きたっこタイム」（コーナー遊び）が楽しかったようで、家に帰ってから  

   楽しかった話をよくしてくれた。 

  ・「きたっこタイム」では、最初は遊び方が分からなかったようだけれど、回数を重ねていくと自分や友だち

と遊びを考えて取り組む力がついてきたように思う。 

  ・「きたっこタイム」では、異年齢で遊ぶことができて、うちの子は一人っ子なのでお姉さんになった感覚で

遊ぶことがありがたかった。 



（２）「保護者アンケート集計結果」「職員自己評価アンケート結果」について 

  ・保護者のいろいろな意見があることが分かった。「先生方のあいさつの声が小さい」とか「笑顔がない」と

感じたことはなくて、よく話しかけてくれてうれしい。 

  ・PTA活動をなくすと復活するのが難しくなる。子どもたちにかえる活動なので、内容・やり方を見直して 

   継続する方向で考えていきたい。 

  ・セキュリティ面で充実してもらってありがたい。園舎が古くなってきているので、今後も事務局と相談し

ながらよりよい環境作りをして欲しい。 

  ・職員の自己評価に「A」が多くて安心した。特記評価にも前向きな記述が多くて、先生方の熱心な気持ち

が感じた。 

  ・子どもたちが楽しく幼稚園に通っているので、仕事でのゴタゴタも家に帰るとリセットできる。 

（３）その他 

・配信で日常の様子がよく伝わっている。給食の様子ももっと知りたいと感じた。 

  ・職員の数が足りていないように感じる。保護者や祖父母・ボランティアなど幼稚園に入ってもらったらど

うかと感じた。 

  ・父親の参観や体験など父親が関わるイベントがあってもよいと感じた。 

  ・保護者への連絡ツールを見直して、レーザーキッズのカレンダー機能を充実させていきたい。（幼稚園） 

 

５． 今年度の総合的な園評価と次年度への課題 

（１） 総合的な評価 

令和７年度グランドデザインに表記されていることが達成できるよう１年間様々な活動に取り組んでき 

   たことについて、保護者・職員にアンケート形式で評価をしていただいた。よい点・改善すべき点など多

岐にわたる評価を考察欄にて見解をまとめた。よい評価については、職員にとって励み・エールと受けと

めるとともに改善点すべき点については分析を行い、改善すべきは改善したいと思います。 

（２） 次年度への課題 

アンケートでいただいた改善すべき点・モニター会でのご意見については、人的な交流に関してコロナ

の５類移行後再開した老人保健施設との交流はじめ父親の行事への積極的参加等について充実の方向で検

討していきたと思います。その他のご意見につきましても令和８年度幼稚園運営及びグランドデザインに

いかし、職員が一丸となって「明日もまた来たくなる幼稚園」を目指していきたいと思います。 


